
期待される「あったかネット大塚」に

あったかネット大塚 会長 水山 慶太郎

あったかネット大塚も、発足以来 4 年が経過しようとしています。

目的はおもいやりの心、ふれあいの心を育てる「福祉の心」を柱とし

た地域づくりと地域住民による福祉活動の推進を図ることであります。

年々皆さんのご協力を頂いて活動も広がってまいりました。21 年度は、

民生委員さんのご協力を得て、災害時要援護者救援体制整備事業とし

て一人暮らしの高齢者及び高齢者世帯の名簿を作成し、遭ってはなら

ない災害時における、救済対応の一つが出来ました。

一人暮らしの高齢者や子育てなど私たちの身近に起きている問題を

独りで抱え、悩むのではなく、地域の皆で支えようとして活動してい

ます。

高齢者のための「いきいきサロン」、幼児対象の「そらまめパーク」

「赤ちゃんサロン」等があります。

また、青少年健全育成事業、地域福祉ボランティア活動事業、公民

館事業などに積極的に参加し、皆さんに大変喜ばれています。今後、

「福祉の心」の輪が大きく広がることを期待し、安全で安心な住みよ

い大塚になることを願っています。
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秋の田の中を走る赤い電車

老 人 ク ラ ブ
老人クラブのモットーは「毎日元気で楽しく長生き」です。

今 、名鉄西尾蒲郡線が赤字続きで廃線になるかもわからない状況です。そのため蒲

郡市内の 19 団体が存続を求め名鉄電車に乗るキャンペーンを実施しています。市老人

クラブ連合会も会員に乗車促進を呼びかけています。

大塚老人クラブも昨年 12 月 22 日ハズ観音（かぼちゃ寺）に行き、健康安全を祈願し

かぼちゃ汁粉を飲んできました。皆さん「小学生の遠足みたいだね」と大喜びでした。

これならきっと、死ぬまで元気で楽しく暮らせるハズです。

これからも名鉄沿線の名所旧跡などの探検に出かけるつもりです。

小林会長 あいさつ

松元とし美先生の歌謡指導
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公民館での新年会



「災害は忘れた頃にやってくる」

日本は自然災害の多い国、何時何処でどの様な大災害が起こるか分かりません。

思えば阪神大震災から 15 年、震災を知らない市民が増えてくる一方で高齢被災者支援、

災害による障害者問題や、復興住宅でのひとり暮らし住人の孤独死など今なお課題を残し

ています。

「備えあれば憂いなし」「自分の身は自分で守る」は必要不可欠なことではありますが、

阪神大震災での教訓として地域住民の常日頃の活発なコミュニティ活動、暖かい交流活動

がなされていた地域では、発災後自治会が直ちに組織的に消火活動、救助活動を行うと共

にその後の避難生活においても、自治会によって町内の全住民の生活資源を確保し、生活

物資を平等に分かちあって安定した生活を営むことができたと実証されています。

この様に日頃の地域コミュニティ作り「向こう三軒両隣」お互い様的精神、普段の何気

ない連帯感が地域の危機管理意識や支援体制の確立に結びついていて安全安心の街。子ど

もから高齢者、障害があろうと無かろうと安心して暮らせる地域づくりが必要です。

「あったかネット大塚」を基盤にして安全安心で暮らしよい街大塚を、住民一人ひと心で

築きましょう。

大塚にあったかい風を

◎地震に備えて 防災訓練、家庭での防災会議、非常時の備え

◎火災に備えて 家庭用火災警報器の設置、小型消火器の設置

◎子どもの安全 安全パトロール、見守り、声かけ

◎高齢者の安全 要援護者救済体制整備、見守り、声かけ、

認知症サポート体制（地域包括支援センターなど）

安全安心で暮らしよい街 大塚を住民一人ひと心で築きましょう

災害ボランティア大塚
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そらまめパーク（赤ちゃんサロン）

そらまめパークは

♪毎月 第３金曜日 10:30～ いこい会館（児童館付設）

♪児童館館長・職員・民生児童委員・主任児童委員・保健師

が

♪手遊び・絵本の読み聞かせ・育児相談

身体測定などをしました

♪お母さん同士で悩みを話し合う

情報交換の場にもなっています

♪21 年度はリズムあそび（ベビーサイン）・リトミック

ベビーマッサージ・赤ちゃん体操・ストレッチ

アイディア手作りおもちゃなどを実施しました

子育て中のお母さん達が、子どもさんと一緒に気軽に

参加でき笑顔があふれ、気持ちのリフレッシュできる会に

したいと思っています。
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平成 21 年度 大塚地区子ども会

こんな活動をしました

①交通安全教室 5/17 5/3 1 映画学習・ゴーカート試乗

蒲郡自動車学校 1年生～3年生参加

楽しく交通安全を学び 雨の中ゴーカート乗りました

②スポーツ大会 6/ 6 ドッジボール 1位 東大塚第１ 2位 平原

蒲郡市大会 8/ 9 大塚地区代表 東大塚第１参加

最後まであきらめず頑張りました

③社会見学 8/29 デンパーク

万華鏡・パンづくりをしました

④クリスマス会 12/5 ビデオ観賞・ビンゴゲーム

ビンゴゲームで楽しく盛り上がりました

⑤６年生お別れボーリング

1/31 豊川エースボールでゲームを楽しみました

⑥お別れ会 2/20 ビデオ観賞と○ Xクイズ 大塚小学校

○Xクイズで大塚小学校にボーリング場があることにびっくり!!

パンづくり楽しかったです

ボーリング大会 よい思い出になりました



西大塚「いきいきサロン」
「いきいきサロン」も年々、少しずつ浸透してきました。

高齢者が楽しく集う場所として、これから益々重要になってくると思います。

今年度、新しい行事のひとつに、お抹茶を点てて楽しんでいます。他の集会でも

好評でした。

みんなの興味のある事を話題にしたり、行事にしたりして楽しく過ごしています。

ぜひ、みなさん遊びに来て下さい。

６

つつじ寮生さんの“ラグーナ”クリスマス イルミネーションの見学につくしんぼのグ

ループがご一緒させていただきました。

毎月、衣類の繕い物をするために訪問し、顔なじみになっている人たちですので、寮生

さんも親しく話し合いながら、散策できます。

年末の夜風はやはり肌に冷たいですが、みなさん元気にヨットが係留されているところま

で、足を運ばれます。サンタクロースやトナカイの電飾ヨットを間近かに又歓声です。

施設長のご挨拶で、ボランティア無くては、寮生さんを喜ばすこの行事が実施できないと

言われ、お手伝いさせていただいけたことを幸せと思い、また「この機会がいただけたこそ

私たちも楽しめた」と言ってくれたつくしんぼの仲間に感謝です。

なぜか地元の人より西浦、神ﾉ郷、鹿島、蒲郡と市内遠くからの仲間が多く集まってくれ

ました。

「まあるく まるく 暮らせる大塚にしたい」“つくしんぼ”の願いです。

お仲間になってください

連絡 59-8153 真田 貞行（産子山）

59-8278 小林 春代（笹子）

地域福祉ボランティア “つくしんぼ”

「ワ～ きれい」バスの中から歓声がわき上がりました。
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相楽・東大塚いきいき茶浪
サ ロ

ん

「いこい会館へ行こう」

「今 流すからね～」「ほら ブドウがいくから」上手に箸を使う子どもたち。

背に汗をにじませながら茹でそうめんを青竹に流す達人たち。

「達人たちのそうめん流し」。お若い時から、家族の中で、世間のお付き合いの中で

いつも脇役で過ごされてきた、「いきいき茶浪ん（サロン」」のお仲間に主人公になっ

ていただきたくて、市社会福祉協議会の助成金を受け、そうめん流しを実施しました。

あいにく老人クラブの行事と同日になってしまいましたが、市内西浦、塩津からの

応援ボランティアの力を借り、児童館利用親子、児童クラブ児童、部活帰りの中学生、

珍しモノ好きの小学生、つつじ寮生さんなどなどのみなさん・・・

後日の「いきいき茶浪ん」仲間も含め約 140 名の人に楽しんでいただきました。

新型インフルエンザが大騒ぎされていた時期で、地域の人への呼びかけは手控えま

したが、今一歩、通りがかりの近隣の人たちが、興味をもって立ち寄ってもらえたら

さらに交流の輪が広がったと思えます。「来年もやってくれるよね」。

いやいや、「一緒にやろうねえ」と言っていただけたらうれしいのです。

いきいき茶浪んの原則は、やってもらうだけ（お客さん）、

やってあげるだけ（ボランティア）はないのです。

みんなお仲間ですから。

お疲れは出ませんでしたか。人生の達人たち。

今年の夏もやりましょうね。楽しみにしています・・・

いきいき茶浪んは年代を超えた地域のコミュニケーションの場です

新しいお顔大歓迎 連絡 59-8278 小林 春代（笹子）

「いこい会館を大塚の縁側に」・・・ありがとう。お互い様で。
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蒲郡市社会福祉協議会の支援で、市内で唯一のモデル「地区社協」です。

目 的・・・蒲郡市社会福祉協議会と協力して、地域ぐるみによる自主的福祉活動の強化

促進を図り、もって住民福祉を増進することを目的とする。

事 業・・・1) 地域に適応した社会福祉事業の計画と実施

2) 関係機関・団体との連絡・調整

3) 社会福祉に関する啓発・宣伝

4) 各種団体が地域内で行う福祉活動の援助

5) その他目的達成に必要な事業

設立経過・・・平成 17 年度

準備会設置・住民アンケート実施・準備委員先進地視察・検討会議

平成 18 年 4 月

「あったかネット大塚」名称決定・設立

参加団体・・・大塚地区老人クラブ・西大塚いきいきサロン・東大塚いきいき茶浪
サ ロ

ん

災害ボランティア大塚・地域福祉ボランティア“つくしんぼ”・子ども会

中学校ＰＴＡ・小学校ＰＴＡ・民生児童委員・主任児童委員

総代会（相楽・東大塚・西大塚）

委員参加・・・奉公社・公民館・地域包括支援センター・大塚デイサービスセンター

市議会議員・蒲郡市社会福祉協議会

編集後記

「あったかネット大塚」は、大塚住民一人ひとりの心で育ちます。

児童館の午後、下校後の低学年児の元気な声が聞こえています。母親も外へ出て働くため

の子育て支援施策の一つです。施設・設備の整備充実は支えにはなりますが、子供たちには

家族をはじめ、身近な人から注がれる愛情に勝る心強さはありません。近所隣りのみんなで

見守り、明るい、晴れやかな気持ちで新学期に臨んでほしいものです。

掲載団体問い合わせ 大塚公民館
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すでに、日本は少子高齢の時代になっています。蒲郡市は愛知県の市の中で新城市に

次いで 2 番目に若い人に対する、高齢者の多い市になっています。

国・県の方針を受け、蒲郡市も、住み慣れた地域で支え合って暮らせるようにと、各方面のボ

ランティア養成・育成講座を開催、活動会員の募集をしております。子ども・若者・お年寄り・

障がいのある方・防火防災・防犯・食育・健康・環境等々。有償サービスからボランティアまで

やさしさと思いやりで支えられている活動が数多くあります。自分以外の立場の人に今一度目を

向け、あなたの生活の一部に新しい働きを加えてみてください。


